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）をその内容の見







































































































































































（321）　Burchardi, System, S.25, 39f.
（322）　Hugo, Lehrbuch, 5.A., S.37ff.
（323）　Thibaut, System I, S.188ff.

























（336）　Rückert, Thibaut, S.309, 280.なおフーフェラントの体系概念について Rohls, 



















（347）　以上につき Haferkamp, Puchta, S.277f.
（348）　Puchta, Betrachtungen, S.235.



































て、占有の特殊な根拠つけにかかわることではない。」Vgl. Savigny, Besitz, 7. 
Aufl., S. 62.（同書第六版への補説である。）
（370）　この点に関連してプフタのサヴィニー宛書簡（1837年４月28日付）が興






来するものであることにつき Haferkamp, Puchta, S.285.

















（384）　Savigny, Methodologie 1809, in: Mazzacane, 2.A., S.225.配列と体系の関係
については前出註194以下参照。






認めている。ただしここでシュレーダーが引用するのは Puchta, Cursus I
（1841）である。
（388）　Savigny, System I, S.XXXVIIf. Ders., Rez. zu Gönner, S.141.
（389）　Haferkamp, Puchta, S.268.
（390）　ガンス／ヘーゲルの見解とサヴィニーの見解との哲学的基礎をめぐる類
似性につき Rückert, Thibaut, S.301, 307，とくに S.301 Anm.203を参照。また





（392）　Mühlenbruch, Lehrbuch I, S.Vf.
（393）　Mühlenbruch, Lehrbuch I, S.74.
（394）　Mühlenbruch, Lehrbuch I, S.327ff., II, S.1ff.
（395）　Göschen, Vorlesungen I, S.XVIIf.








































































































































































































































































































































































































































（400）　Savigny, Einleitung zu den Pandekten 1821/1822-1823/1824, in: Mazzacane, 
2.A., S.275.
（401）　Savigny, Einleitung zu den Pandekten 1812, 1813-1814, 1828-1833, 1827-
1842, in: Mazzacane,2.A., S.262, 266, 281, 288.
（402）　Lenel, Briefe Savignys an Georg Arnold Heise, S.129.
（403）　Savigny, System I, S.391f. ここで批判の対象として念頭に置かれている法
学者が誰かは、これだけでは不明である。総則に「利子」の規定を置いた論
者としては、たとえば Heise, Grundriss, 3.A., S.34.がある。またハイゼが総則
で利子を扱っているためと思われるが、これを教科書として用いたサヴィニ
ー自身も講義では利子を総則に相当する「一般学説」のなかで扱っている。





Methodologie 1802/03, in: Mazzacane, 2.A., S.104を参照。
（405）　『体系』の序文でも類似の指摘がなされている。Savigny, System I, 
S.XXXV.
（406）　Savigny, System I, S.52.













く「適切な模範例の研究」に関連づけていることにつき、Savigny, System I, 
S.XLVを参照。








（416）　Savigny, System I, S.389.しかしながら以下の引用から分かるように、『体
系』の当初の計画として記された配列では「総則」という名称は用いられて
いない。しかしその一歩で、それに先立つ執筆ノートでは、『体系』全８巻に
相当する内容に「総則」という表題が与えられている（Marburg Ms 925/11, 
Bl.3r.この計画が記されたのは1835年の春ごろ以降と思われる。Vgl. Savigny, 
System I, S.XLIX.なお遺稿には同年９月とある。Vgl. Marburg Ms 925/11, 
Bl.4r.）。また Savigny, System VIII, S.VIIでも明示的に「本巻〔＝第８巻〕でも
って体系の総則が……終了する」と記されている。
（417）　Savigny, System I, S.III.
（418）　前出註166以下を参照。
（419）　Savigny, System I, S.390.
（420）　Savigny, System I, S.390f.
（421）　Savigny, System I, S.XXXVI.
（422）　Savigny, System I, S.9ff.
（423）　Coing, Grundzüge, S.293.
（424）　Schröder, Wissenschaftstheorie, S.117ff.
（425）　Rückert, Rez. zu Bohnert, S.504.サヴィニーの総則を念頭に置きつつ、「こ
こで重要なのは形而上学ではない」とする。
（426）　前出註194以下を参照。






己の立場と異なる「通常の見方」と評している。Savigny, Methodologie 1809, 
in: Mazzacane, 2.A., 225f.
（430）　Rückert, Rez. zu Bohnert, S.504.「そのような総則は、ピュッターからフ
ーゴーとハイゼを経由する線に完全に合致しており、それはプフタ（『パンデ
クテン』）と BGBにも連なる。」
（431）　Savigny, Besitz, 7.A., S.53f. なおサヴィニーは、「物」についての一般的規
定も、総則ではなく、『体系』の各論（第２巻「物権法」）で扱うつもりだっ
たようである。『体系』に関連する遺稿群のなかに物権法の部分の目次案が残




ィニーにおける「物」の概念について Rüfner, Sachen, S.311を参照。 










では Schröder, Wissenschaftstheorie, S.114ff.に基本的に依拠している。
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